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議
案
番
号

上程された議案と結果及び議員の賛否一覧
○は賛成　　×は反対　　△は欠席

（議長は賛否同数の場合のみ採決に参加します）

議席番号 １ 2 3 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 議
長

結果

瀬
上
　
邦
久

高
坂
　
清
二

松
本
　
幾
雄

上
野
　
葉
月

井
上
奈
保
子

紫
藤
　
　
明

服
部
　
幸
雄

北
堀
　
一
廣

宮
島
　
一
夫

菅
間
　
孝
夫

内
田
　
敏
雄

吉
野
　
正
浩

阿
部
　
弘
明

上
野
　
　
廣

条例の一部改正

（
注
）
議
長
は
議
事
進
行
を
行
う
た
め
賛
否
表
明
は
し
ま
せ
ん
。
賛
否
同
数
の
場
合
の
み
「
議
長
採
決
」
と
し
て
表
明
し
ま
す
。

72 滑川町町長等の給与等に関する条例の一部を改正する条例の制定について （賛成全員） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ △ ○ ○ ○ ○

73 滑川町一般職員等の給与等に関する条例の一部を改正する条例の制定について （賛成多数） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ △ ○ ○ ○ ×

74 滑川町高齢者福祉事業検討委員会条例の制定について （賛成全員） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ △ ○ ○ ○ ○

75 滑川町特別職の職員で非常勤のものの報酬及び費用弁償に関する条例の一部を改正する条例の制定について （賛成全員） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ △ ○ ○ ○ ○

76 滑川町国民健康保険税条例の一部を改正する条例の制定について （賛成全員） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ △ ○ ○ ○ ○

77 滑川町企業職員の給与の種類及び基準に関する条例の一部を改正する条例の制定について （賛成全員） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ △ ○ ○ ○ ○

78 滑川町水道事業の設置等に関する条例の一部を改正する条例の制定について （賛成全員） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ △ ○ ○ ○ ○

発
議
３
滑川町議会議員の議員報酬及び費用弁償等に関する条
例の一部を改正する条例の制定について （賛成全員） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ △ ○ ○ ○ ○

規約・その他
84 町道路線の認定について （賛成全員） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ △ ○ ○ ○ ○
発
議
４
防災・減災、国土強靱化対策の継続・拡充を求める意
見書（案）の提出について （賛成全員） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ △ ○ ○ ○ ○

発
議
５
公立小中学校における３０人学級の早期実施を国に求め
る意見書の提出について （賛成全員） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ △ ○ ○ ○ ○

可燃ごみ処理のあり方等調査特別委員会報告書（案）について （賛成全員） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ △ ○ ○ ○ ○
令和元年度滑川町補正予算
79 令和２年度滑川町一般会計補正予算（第６号）の議定について （賛成全員） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ △ ○ ○ ○ ○

80 令和２年度滑川町国民健康保険特別会計補正予算（第３号）の議定について （賛成全員） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ △ ○ ○ ○ ○

81 令和２年度滑川町介護保険特別会計補正予算（第２号）の議定について （賛成全員） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ △ ○ ○ ○ ○

82 令和２年度滑川町農業集落排水事業特別会計補正予算（第３号）の議定について （賛成全員） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ △ ○ ○ ○ ○

83 令和２年度滑川町水道事業特別会計補正予算（第４号）の議定について （賛成全員） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ △ ○ ○ ○ ○

第225回滑川町議会12月定例会

第225回12月定例会は11月30日から12月２日までの会期で開催され、令和２年度補正予算・条例改正など第225回12月定例会は11月30日から12月２日までの会期で開催され、令和２年度補正予算・条例改正など
14件の議案が審議され、原案どおり可決されました。14件の議案が審議され、原案どおり可決されました。
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万
円
、
保
育
所
保
育
実
施
委
託
料

１
億
３
３
６
０
万
円
と
補
正
額
が

大
き
い
が
、
こ
の
理
由
は
。

A
当
初
予
算
の
段
階
で
か
な
り

の
減
額
が
さ
れ
て
い
る
こ
と
、
利

用
者
が
増
え
て
い
る
こ
と
に
よ

る
。高

齢
者
の
要
望
を
聞
い
て

Q
高
齢
者
の
要
望
が
非
常
に
強

い
。
税
負
担
と
の
関
係
で
置
き
去

り
に
さ
れ
て
い
る
よ
う
だ
と
の
意

見
を
聞
く
。
そ
う
し
た
声
を
ど
う

集
約
す
る
の
か
。

A
日
常
に
寄
せ
ら
れ
る
声
を
一

つ
一
つ
点
検
し
、
事
業
の
展
開
を

図
っ
て
い
く
。

Q
緊
急
性
の
高
い
も
の
、
ふ
れ

あ
い
入
浴
券
の
代
替
措
置
な
ど
全

高
齢
者
に
関
わ
る
も
の
な
ど
あ
る

が
、考
え
方
の
整
理
を
聞
き
た
い
。

A
素
晴
ら
し
い
滑
川
町
を
築
い

て
い
た
だ
い
た
の
は
高
齢
者
の
皆

さ
ん
。
敬
老
会
の
実
施
、
敬
老
年

金
、
お
風
呂
の
券
な
ど
、
高
齢
者

全
体
に
い
き
わ
た
る
よ
う
な
政
策

を
し
て
き
た
。
町
民
高
齢
者
全
体

に
行
き
渡
る
方
法
に
つ
い
て
考
え

た
い
と
い
う
の
が
狙
い
。

保
育
利
用
枠
の
仕
組
み
検

討
を

Q
民
間
保
育
所
施
設
整
備
費
補

助
金
１
億
２
１
７
１
万
円
が
こ
の

タ
イ
ミ
ン
グ
で
補
正
の
理
由
は
。

国
へ
町
の
財
政
支
援
の
要
望

を。
納
税
相
談
の
充
実
を

Q
町
は
大
変
な
財
政
難
だ
。
国

に
要
望
を
。
猶
予
特
例
債
は
徴
収

猶
予
分
を
後
で
も
ら
う
こ
と
が
前

提
か
。
リ
ー
マ
ン
以
上
の
落
ち
込

み
が
予
想
さ
れ
て
い
る
。
一
年
以

内
で
の
納
税
が
可
能
か
。
確
定
申

告
の
時
期
、相
談
体
制
の
充
実
を
。

A
一
年
間
の
猶
予
だ
が
、
納
税

相
談
や
現
行
の
制
度
の
利
用
な
ど

相
談
に
応
じ
る
。

町
の
会
計
年
度
任
用
職
員

の
賃
金
引
き
上
げ
検
討
を

Q
会
計
年
度
任
用
職
員
の
一
時

金
に
つ
い
て
、
一
般
職
員
と
同
様

減
額
が
さ
れ
た
の
か
。
会
計
年
度

任
用
職
員
の
賃
金
が
最
低
賃
金
法

に
触
れ
る
と
指
摘
さ
れ
て
い
る
。

検
討
が
必
要
だ
。

A
一
般
職
員
に
準
じ
た
減
額
と

な
る
。
会
計
年
度
任
用
職
員
の
給

与
設
定
に
つ
い
て
は
、
町
の
給
与

表
に
準
じ
た
格
付
け
で
あ
る
。

補
正
額
が
大
き
い
理
由
は

Q
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
介
護
給

付
費
・
訓
練
等
給
付
費
８
１
０
９

町
の
業
者
支
援
給
付
金
が

残
っ
た
。
中
小
企
業
者
支

援
の
継
続
を

Q
国
の
持
続
化
給
付
金
は
１
月

15
日
で
終
了
。
冷
た
い
政
治
だ
。

町
で
事
業
者
を
ど
う
支
え
て
い
く

の
か
。
町
の
中
小
企
業
・
個
人
事

業
主
支
援
金
が
残
っ
た
。
今
後
こ

う
し
た
こ
と
の
な
い
よ
う
に
し
て

ほ
し
い
。

A
２
月
ま
で
商
工
会
で
コ
ロ
ナ

対
応
窓
口
を
開
設
し
て
い
る
。
相

談
体
制
の
充
実
を
は
か
っ
て
い
る
。

自
殺
者
が
増
加
し
て
い

る
。
対
策
の
強
化
を

Q
今
、
コ
ロ
ナ
禍
で
自
殺
者
が

増
え
て
い
る
。
特
に
女
性
が
前
年

比
８
割
増
。
町
と
し
て
の
相
談
体

制
が
必
要
だ
。
各
部
署
で
親
身
な

対
応
を
。

A
自
殺
対
策
に
つ
い
て
、
今
年

度
の
講
演
会
は
中
止
し
た
が
、
広

報
や
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
で
の
呼
び
か

け
を
行
う
予
定
。

A
年
度
当
初
か
ら
計
画
は
あ
っ

た
。
国
か
ら
の
補
助
金
交
付
決
定

の
時
期
を
待
っ
て
い
た
た
め
。

Q
現
在
、
入
所
申
込
が
あ
る
が

入
所
で
き
て
い
な
い
人
数
は
。

A
10
月
時
点
で
58
名
、
国
基
準

で
は
10
名
。

要
望 

年
度
途
中
に
育
休
が
明
け

職
場
復
帰
す
る
方
の
保
育
先
確
保

を
優
先
課
題
と
す
べ
き
だ
。
ま
た

育
児
困
難
者
や
双
子
が
保
育
所
を

利
用
で
き
る
仕
組
み
づ
く
り
を
進

め
て
ほ
し
い
。

保
育
園
の
新
設
で
待
機
児

童
の
解
消
は

Q
新
し
い
保
育
園
が
で
き
る
が

こ
れ
に
よ
る
待
機
児
童
解
消
は
。

A
国
基
準
の
待
機
児
童
数
は
解

消
で
き
る
と
思
う
。

コ
ロ
ナ
対
策
費
用
の
使
い
方

Q
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
防
止
対
策
用
空
気
清
浄
機
は
ど

こ
に
設
置
し
た
の
か
。

A
小
中
学
校
の
普
通
教
室
に
設

置
し
た
。

要
望 

感
染
予
防
も
大
事
だ
が
、

「
本
人
が
体
調
の
悪
さ
を
感
じ
た

ら
休
む
こ
と
」
が
重
要
。
休
め
る

体
制
づ
く
り
に
力
を
入
れ
て
、
人

に
予
算
を
か
け
て
ほ
し
い
。

議
案
審
議

議
案
審
議

Ｑ
＆
Ａ

Ｑ
＆
Ａ

3

　滑川町議会では、毎年２月に１年間の活動報告と意見交換会を
目的とした議会報告会を開催しております。しかしながら、本年
度は新型コロナウイルス感染拡大防止の観点から、中止すること
となりました。
　そこで、議会に関するアンケートを実施いたします。町ホーム
ページ（電子）や庁舎内３階議会事務局（用紙）にて回答が可能です。
貴重なご意見をお聞かせいただけますようお願い申し上げます。

【アンケート実施期間】
２月１日（月）～２月２８日（日）

※�紙媒体での回答は役
場の開庁時間（平日
８：３０～１７：１５）のみと
なります。

アンケート

令和２年度 議会報告会中止のお知らせ

滑川町
マスコットキャラクター
ターナちゃん



る
か
。
ど
ん
な
思
い
で
提
案
が
さ

れ
る
の
か
。

A
地
方
公
務
員
の
給
与
は
国
家

公
務
員
に
準
じ
て
い
る
た
め
仕
方

な
い
か
と
思
っ
て
い
る
。

Q
勤
勉
手
当
な
ど
の
減
額
が
順

当
な
の
で
は
な
い
の
か
。
公
務
員

の
皆
さ
ん
の
将
来
設
計
に
大
き
な

影
響
が
あ
る
の
で
は
。

A
住
宅
ロ
ー
ン
や
学
費
な
ど
の

予
定
が
あ
る
か
ら
確
か
な
影
響
が

あ
る
。
組
合
と
も
協
議
を
し
た
結

果
で
あ
る
。

開
発
に
よ
る
町
道
路
線
の

認
定

Q
計
画
的
に
太
い
道
か
ら
太
い

道
へ
と
つ
な
げ
て
い
く
方
針
は
な

い
の
か
。

A
こ
の
認
定
す
る
町
道
の
幅
員

は
６
ｍ
あ
る
。
道
路
計
画
は
な

い
。
今
後
も
、
開
発
申
請
者
と
も

協
議
を
し
て
検
討
し
て
い
く
。

要
望 

開
発
が
継
続
し
て
見
込
ま

れ
る
地
域
に
は
、
住
宅
開
発
に
先

立
っ
て
道
路
を
通
す
計
画
を
つ

く
っ
て
ほ
し
い
。

ゴ
ミ
処
理
協
議
の
継
続
を

Q
中
部
資
源
循
環
組
合
の
中
止

を
強
く
反
省
し
た
当
事
者
が
10
年

後
は
不
在
に
な
っ
て
く
る
。
反
省

の
思
い
だ
け
で
な
く
仕
組
み
を
残

す
必
要
が
あ
る
。
仕
組
み
づ
く
り

で
新
た
に
検
討
し
て
い
る
か
。

A
将
来
に
向
け
て
議
会
・
執
行

部
・
近
隣
市
町
村
で
議
論
を
し
て

い
く
な
か
で
、
よ
り
良
い
方
向
に

進
む
こ
と
を
願
っ
て
い
る
。

要
望 

あ
ま
り
間
を
あ
け
ず
、
審

議
や
決
定
事
項
を
共
有
し
つ
つ
進

め
て
い
く
場
を
作
っ
て
い
く
こ
と

を
要
望
す
る
。

災
害
や
感
染
症
対
策
で
奮

闘
し
て
い
る
一
般
職
員
の

期
末
手
当
削
減
は
今
や
る

べ
き
で
な
い

Q
一
般
職
員
の
期
末
手
当
削
減

と
い
う
が
、
こ
の
時
期
に
下
げ
る

べ
き
で
は
な
い
。
日
夜
感
染
予
防

対
策
に
奮
闘
さ
れ
て
い
る
。
災
害

と
も
な
れ
ば
昼
夜
問
わ
ず
働
く
こ

と
に
な
る
。
職
員
の
モ
チ
ベ
ー

シ
ョ
ン
低
下
に
つ
な
が
る
。
公
務

員
給
与
の
引
き
下
げ
は
他
の
労
働

者
、
諸
手
当
に
影
響
を
与
え
る
。

及
ぼ
す
影
響
に
つ
い
て
ど
う
考
え

「可燃ごみ処理のあり方等調査特別委員会
報告書（案）について」委員長報告

滑
川
町
高
齢
者
福
祉
事
業

検
討
委
員
会
条
例
へ
の
公

募
委
員
参
加
は

Q
公
募
委
員
が
入
っ
て
い
な
い

が
、
条
例
を
作
る
際
に
公
募
委
員

に
関
す
る
基
準
は
あ
る
の
か
。

A「
町
の
学
識
経
験
を
有
す
る
者
」

に
必
要
な
場
合
は
加
え
て
い
く
。

可
燃
ご
み
処
理
に
つ
い
て

さ
ら
に
検
討
す
る
機
関
が

必
要
だ

Q
特
別
委
員
会
と
い
う
こ
と
で
、

他
町
村
に
は
な
い
し
く
み
を
作
っ
た
。

開
か
れ
た
ご
み
処
理
の
あ
り
方
に

つ
い
て
今
後
も
検
討
が
必
要
だ
。

A
議
会
で
特
別
委
員
会
の
設
置

を
い
た
だ
い
た
こ
と
に
感
謝
し
て

い
る
。
町
と
し
て
も
議
員
・
執
行

部
・
町
民
に
広
く
意
見
を
聞
い
た

う
え
で
検
討
を
し
て
い
く
べ
き
と

考
え
る
。

要
望 

ご
み
処
理
の
問
題
を
住

民
、
議
員
が
一
緒
に
な
っ
て
検
討

し
て
い
く
組
織
づ
く
り
を
、
小
川

地
区
衛
生
組
合
に
町
の
方
か
ら
提

案
し
て
ほ
し
い
。

4

　滑川町議会は、小川地区衛生組合可燃ごみ処理のあり
方検討委員会における検討状況の報告を受け、令和２年
９月８日に「可燃ごみ処理のあり方等調査特別委員会」
を設置した。「可燃ごみ処理のあり方等調査特別委員会」
は３回の調査を行い、最終的に次の委員長報告を行い、
解散した。
　調査結果について…中期的なごみ処理のあり方につい
ては、小川地区衛生組合可燃ごみ処理のあり方検討委員
会で定義された環境負荷、住民サービス（影響）、コスト、
継続性（安定性）の結果を勘案し、慎重に民間委託による
処理に切り替えることを求める。また、長期的なごみ処
理のあり方については、ごみ処理は行政主体で実施する
ことが行政の責務であるという考え方から、中期的なご
み処理を民間委託に切り替えていく中で、現在の場所も
含めた新処理施設建設と民間委託の両方の可能性の検討
を行い、慎重に対応することを求める。

公
立
小
中
学
校
に
お
け
る

少
人
数
学
級（
20
人
程
度
）

の
早
期
実
施
と
対
応
す
る

教
員
増
を
国
に
求
め
る
意

見
書
提
出
に
つ
い
て

防
災
・
減
災
、
国
土
強
靱

化
対
策
の
継
続
・
拡
充
を

求
め
る
意
見
書
の
提
出
に

つ
い
て

請 願発 議 請
願
「
公
立
小
中
学
校
に
お
け
る

少
人
数
学
級
（
20
人
程
度
）
の
早

期
実
施
と
対
応
す
る
教
員
増
を
国

に
求
め
る
意
見
書
提
出
に
つ
い

て
」
は
文
教
厚
生
委
員
会
に
付
託

さ
れ
ま
し
た
。

　
本
会
議
に
お
い
て
、
発
議
「
公

立
小
中
学
校
に
お
け
る
30
人
学
級

の
早
期
実
施
を
国
に
求
め
る
意
見

書
」
が
採
択
さ
れ
、
内
閣
総
理
大

臣
・
文
部
科
学
大
臣
・
財
務
大
臣

に
送
付
し
ま
し
た
。

　
本
会
議
に
お
い
て
、
発
議
「
防

災
・
減
災
、
国
土
強
靱
化
対
策
の

継
続
・
拡
充
を
求
め
る
意
見
書
」

が
採
択
さ
れ
、
衆
議
院
議
長
、
参

議
院
議
長
、
内
閣
総
理
大
臣
、
財

務
大
臣
、
総
務
大
臣
、
国
土
交
通

大
臣
、
内
閣
官
房
長
官
、
国
土
強

靱
化
担
当
大
臣
、
防
災
担
当
大
臣

へ
送
付
さ
れ
ま
し
た
。
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総務経済建設常任委員会報告総務経済建設常任委員会報告

文教厚生常任委員会報告文教厚生常任委員会報告

１　吉野　正浩　▶P.6
　◦�コロナ禍における財政運営は

　◦�鳥獣被害防止対策の状況は

　◦�農村公園の整備と利用方法は

２　内田　敏雄　▶P.7
　◦�２０２５年問題への対応は

　◦�空き家対策は

３　阿部　弘明　▶P.8
　◦�今、求められる新型コロナウイルスの予防

対策と中小企業支援

　◦�女性の地位向上と多様な声を町の政策に

　◦�ドクターヘリの運航の安全確保を

　◦�加齢性難聴者への支援を

４　上野　葉月　▶P.9
　◦�広域事業の負担割合の見通し

　◦�学校へ導入したコロナ対策備品の費用対効果は

一般質問
ここがここが
聞きたい聞きたい

町町政政をを問問うう

※一般質問
　議員が町の行財政にわたる執行状況や将来への方針等につ
いて所信を聞き、報告や説明を求め、疑問点を問い質すこと。

　12月定例会では４人の議員による一般質問が行わ
れ、町政全般について活発に議論されました。なお、
議論の詳細については、下記をぜひご覧ください。

●議事録 ※２月頃に公開
　滑川町ホームページ→議会→会議録

●議会音声配信 ※議会当日夕方には配信
　�滑川町ホームページ→議会→議会音
声インターネット配信（録音）→滑川
町議会音声インターネット配信

令
和
２
年
10
月
16
日

○
有
害
鳥
獣
捕
獲
事
業
の
概
要
と
捕
獲
わ
な
等
現
地
視
察

　
本
町
は
、
た
め
池
、
ゴ
ル
フ
場
な
ど
が
多
く
、
獣
に
は

住
み
や
す
い
環
境
と
な
っ
て
い
る
。
ア
ラ
イ
グ
マ
の
捕
獲

数
は
年
々
増
加
し
て
い
る
が
、
イ
ノ
シ
シ
に
つ
い
て
は
低

迷
し
て
お
り
、
新
た
な
捕
獲
器
を
導
入
し
、
対
策
を
強
化

し
て
い
る
。

令
和
２
年
11
月
18
日

一　
町
道
道
路
改
良
事
業
の
視
察

　
①
和
泉
地
区
町
道
４
０
２
６
号
線
道
路
改
良
工
事

　
　
今
年
度
施
工
延
長
２
０
０
ｍ
、
標
準
幅
員
５
ｍ

　
②
み
な
み
野
地
区
町
道
１
１
６
号
線

　
　
（
森
林
公
園
駅
南
ロ
ロ
ー
タ
リ
ー
脇
）

　
　
視
覚
障
が
い
者
誘
導
ブ
ロ
ッ
ク
設
置
工
事

二　

�

滑
川
高
校
西
通
線
排
水
ポ
ン
プ
自
家
発
電
設
備
修
繕

工
事
の
視
察

令
和
２
年
10
月
６
日

教
育
委
員
会
事
務
局

○�

コ
ロ
ナ
禍
に
お
け
る
教
育
施
設（
図
書
館
・
公
民
館
）の

現
状
と
課
題
に
つ
い
て

　
・�

教
育
施
設
の
オ
ン
ラ
イ
ン
化
に
よ
り
、
予
約
等
の
住

民
サ
ー
ビ
ス
を
行
う
な
ど
、
安
全
に
配
慮
し
た
活
動

を
行
っ
て
い
る
。

令
和
２
年
11
月
10
日

健
康
づ
く
り
課

○�

コ
ロ
ナ
対
策
の
現
状
と
課
題
に
つ
い
て

　
・ �

ま
ず
滑
川
町
の
感
染
症
発
生
状
況
に
つ
い
て
説
明
が

あ
り
、
対
策
用
品
の
購
入
や
配
布
に
つ
い
て
説
明
が

あ
っ
た
。

イノシシ捕獲わなの現地視察

役場玄関口に手指消毒用アルコールを設置

議 会
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抜本的な事務事業の
見直しで歳出の抑制を

コロナ禍における
財政運営は問

答

問　
本
年
度
の
予
算
執
行
に

お
い
て
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
の
影
響
に
よ
り
歳
入
の
減
少

が
見
込
ま
れ
る
。
ま
た
、
来
年

度
も
税
収
が
大
幅
に
減
少
す
る

と
予
想
さ
れ
る
。
本
町
の
来
年

度
の
収
支
不
足
の
見
込
み
額
と

予
算
編
成
方
針
に
つ
い
て
伺

う
。

答　
今
年
度
歳
入
不
足
に
対
し

て
は
、
減
収
補
填
債
等
に
よ
り
補

う
ほ
か
、
事
業
の
中
止
や
縮
小
・

延
期
等
に
よ
る
歳
出
削
減
で
対
応

し
て
い
く
。

　
来
年
度
の
一
般
会
計
予
算
に
お

け
る
収
支
不
足
の
見
込
み
額
は
、

約
12
億
４
９
０
０
万
円
で
昨
年
度

よ
り
約
２
億
６
０
０
０
万
円
悪
化

し
、極
め
て
厳
し
い
状
況
と
な
る
。

　
令
和
３
年
度
予
算
編
成
方
針
で

は
、
特
に
、
当
該
年
度
に
実
施
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
事
業
の
み
の

予
算
編
成
と
す
る
。
そ
の
た
め
、

事
業
の
中
止
、
縮
小
、
先
送
り
な

ど
を
各
課
・
局
に
呼
び
掛
け
て
徹

底
し
、
国
難
と
も
言
わ
れ
る
厳
し

い
財
政
状
況
を
乗
り
切
っ
て
い
き

た
い
。

農村公園予定地

吉吉
よしよし

野野
のの

  正正
まさひろまさひろ

浩浩  議員議員

鳥
獣
被
害
防
止
対
策
の
状

況
は

 

問　
野
生
鳥
獣
に
よ
る
農
作

物
被
害
の
増
加
、
特
に
イ
ノ
シ

シ
に
つ
い
て
は
、
住
宅
地
へ
の

出
没
、
豚
熱
の
感
染
源
と
な
る

恐
れ
が
あ
る
た
め
、
各
自
治
体

で
危
機
感
を
強
め
て
い
る
。
町

の
捕
獲
対
策
に
つ
い
て
伺
う
。

答　
捕
獲
は
、
ア
ラ
イ
グ
マ
等
用

箱
わ
な
を
30
器
、
イ
ノ
シ
シ
用
箱

わ
な
を
10
器
、
く
く
り
わ
な
15
器

を
設
置
し
て
行
っ
て
い
る
。
今
後

の
イ
ノ
シ
シ
の
捕
獲
強
化
策
と
し

て
、
自
動
捕
獲
シ
ス
テ
ム
３
台
を

県
に
要
望
し
て
い
る
。

農
村
公
園
の
整
備
と
利
用

方
法
は

 

問　
両
表
・
大
木
地
区
土
地

改
良
区
内
農
村
公
園
の
整
備
概

要
に
つ
い
て
伺
う
。

答　
ほ
場
整
備
事
業
の
創
設
換
地

と
し
て
約
２
・
４
ヘ
ク
タ
ー
ル
の

公
園
予
定
地
を
確
保
し
て
い
る
。

本
年
12
月
中
に
残
土
搬
入
が
完
了

し
町
へ
の
引
き
渡
し
が
行
わ
れ
る

予
定
で
あ
る
。
約
１
０
０
台
強
の

駐
車
場
用
地
と
サ
ッ
カ
ー
が
で
き

る
面
積
の
多
目
的
グ
ラ
ウ
ン
ド
を

計
画
し
て
い
る
。
今
後
、
開
設
時

期
、
貸
出
方
法
、
管
理
方
法
な
ど

に
つ
い
て
、
庁
内
の
関
係
課
・
局

と
調
整
後
貸
し
出
し
を
行
う
。

 

問　
当
該
公
園
は
、
以
前
町

内
サ
ッ
カ
ー
少
年
団
が
借
り
て

い
た
グ
ラ
ウ
ン
ド
の
代
替
グ
ラ

ウ
ン
ド
と
し
て
利
用
さ
せ
る
と

聴
い
て
い
る
が
、考
え
を
伺
う
。

答　
代
替
グ
ラ
ウ
ン
ド
と
し
て
の

考
え
は
あ
る
。
た
だ
、
農
村
公
園

内
の
多
目
的
グ
ラ
ウ
ン
ド
と
し
て

地
域
住
民
へ
の
貸
し
出
し
も
検
討

し
て
い
き
た
い
。

0
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80
100
120
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140
160
180
200
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アライグマ他捕獲数推移
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地域包括ケアシステムの
さらなる充実が必要

2025年問題への対応は問

答

問　
2
0
2
5
年
以
降
、
75

歳
以
上
が
全
人
口
の
18・
1
%

を
占
め
る
2
1
7
9
万
人
と
な

り
、
超
高
齢
社
会
が
到
来
す

る
。
2
0
1
9
年
の
統
計
で

は
、
日
本
の
高
齢
化
率（
65
歳

以
上
）は
28・4
%
で
、
高
齢
社

会
の
指
標
で
あ
る
14
%
の
約
２

倍
、
超
高
齢
社
会
の
基
準
21
％

を
も
超
え
て
い
る
。
高
齢
者
の

一
人
ま
た
は
二
人
暮
ら
し
は
、

い
ろ
い
ろ
な
問
題
の
発
生
リ
ス

ク
が
考
え
ら
れ
る
が
、
行
政
と

し
て
の
見
守
り
を
ど
の
よ
う
に

考
え
る
か
。

答　
町
で
行
っ
て
い
る
見
守
り

事
業
は
、
個
別
案
件
に
対
応
す
る

た
め
の
民
生
委
員
と
町
職
員
が
連

携
し
て
行
う
個
別
訪
問
と
、
高
齢

者
に
関
係
す
る
団
体
や
警
察
、
消

防
、
郵
便
局
、
商
工
会
、
生
活
協

同
組
合
、
町
内
医
療
機
関
、
介
護

事
業
者
等
で
構
成
す
る
「
滑
川
町

見
守
り
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」
の
2
点

で
あ
る
。
そ
の
他
は
民
間
事
業
者

の
参
入
に
よ
る
有
料
の
見
守
り
事

業
が
あ
る
。
医
療
と
介
護
の
連
携

で
は
病
床
数
と
高
齢
者
施
設
の
受

け
入
れ
数
に
限
り
が
あ
り
、
国
の

政
策
は
在
宅
で
の
医
療
・
介
護
に

舵
を
向
け
て
い
る
。
滑
川
町
を
含

む
比
企
郡
市
で
は
、
比
企
地
区
在

宅
医
療
介
護
連
携
推
進
事
業
に
つ

い
て
、
東
松
山
市
社
会
福
祉
協
議

会
に
共
同
で
委
託
し
て
い
る
が
、

町
と
し
て
は
現
在
進
め
て
い
る
地
域

包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
の
さ
ら
な
る

充
実
が
必
要
と
考
え
て
い
る
。

空
き
家
対
策
は

 

問　
コ
ロ
ナ
禍
で
「
田
園
回

帰
」
と
い
う
流
れ
が
あ
る
。
若

い
世
代
で
地
方
へ
の
移
住
の
動

き
が
見
ら
れ
、
空
き
家
に
隣
接

す
る
遊
休
農
地
を
セ
ッ
ト
で
提

供
す
る
事
例
が
あ
る
。
町
の
空

き
家
対
策
は
ど
う
な
っ
て
い
る

か
。
ま
た
町
外
在
住
者
の
所
有

農
地
は
ど
の
く
ら
い
あ
る
か
。

答　
町
内
に
は
昨
年
度
の
調
査

で
1
2
2
戸
の
空
き
家
（
住
宅
専

用
）
が
あ
る
。
埼
玉
県
空
き
家
対

策
連
絡
会
議
に
参
加
し
て
、
対
策

の
総
合
的
推
進
、
情
報
交
換
や
必

要
な
施
策
の
検
討
を
行
っ
て
い

る
。
空
き
家
は
個
人
資
産
で
あ
る

た
め
近
隣
住
民
よ
り
苦
情
や
心
配

事
相
談
が
あ
っ
た
場
合
に
は
、「
空

家
等
対
策
の
推
進
に
関
す
る
特
別

措
置
法
」
に
基
づ
き
調
査
や
問
題

解
決
に
あ
た
っ
て
い
る
。
所
有
者

に
は
景
観
、
防
災
、
防
犯
等
へ
の

悪
影
響
を
事
前
に
防
止
す
る
た
め

に
適
正
な
維
持
管
理
を
お
願
い
し

て
い
る
。
町
外
在
住
者
の
所
有
す

る
農
地
は
田
畑
合
わ
せ
て
約
60
ヘ

ク
タ
ー
ル
あ
る
。
移
住
に
よ
る
新

規
就
農
に
は
遊
休
農
地
の
解
消
や

人
口
増
加
の
利
点
も
あ
る
が
、
営

農
の
困
難
さ
、
長
期
定
着
の
難
し

さ
、
農
地
取
得
の
厳
し
い
要
件
な

ど
様
々
な
課
題
が
あ
る
。
地
域
や

個
人
の
実
情
に
合
っ
た
対
応
が
必

要
と
考
え
、
現
在
は
個
別
に
相
談

に
応
じ
て
い
る
。
町
と
し
て
も
関

係
部
署
・
関
係
機
関
と
情
報
共
有

を
図
り
、
今
後
の
共
通
の
課
題
と

し
て
い
き
た
い
。

内内
う ち だう ち だ

田田  敏敏
と し おと し お

雄雄  議員議員

【２０２０年（令和２年）６月１日現在（確定値）】
＜総人口＞
１億２５８５万８千人で、前年同月に比べ減少　▲３９万４千人（▲ 0.31％）
・１５歳未満人口は１５０８万９千人で、前年同月に比べ減少　▲１９万８千人（▲ 1.29％）
・１５～６４歳人口は７４６７万人で、前年同月に比べ減少　▲５０万９千人（▲ 0.68％）
・６５歳以上人口は３６０９万９千人で、前年同月に比べ増加　３１万３千人（0.87％）
 ＜日本人人口＞
１億２３３７万人で、前年同月に比べ減少　▲５０万４千人（▲ 0.41％）

人口推計

年齢（５歳階級）男女別人口 単位：千人

年齢階級 ２０２０年６月１日現在（確定値）
総人口 日本人人口

男女計 男 女 男女計 男 女
総数 125,858 61,239 64,619 123,370 60,001 63,369
０～４歳 4,700 2,409 2,291 4,618 2,367 2,252
５～９歳 5,050 2,585 2,465 4,978 2,547 2,430
１０～１４歳 5,339 2,735 2,603 5,280 2,705 2,575
１５～１９歳 5,737 2,938 2,798 5,635 2,887 2,748
２０～２４歳 6,393 3,301 3,092 5,978 3,070 2,908
２５～２９歳 6,272 3,238 3,034 5,875 3,009 2,866
３０～３４歳 6,648 3,398 3,251 6,352 3,238 3,115
３５～３９歳 7,443 3,773 3,670 7,215 3,664 3,551
４０～４４歳 8,495 4,300 4,194 8,312 4,221 4,090
４５～４９歳 9,802 4,954 4,848 9,638 4,888 4,751
５０～５４歳 8,639 4,344 4,296 8,496 4,288 4,208
５５～５９歳 7,797 3,894 3,903 7,687 3,849 3,838
６０～６４歳 7,444 3,674 3,770 7,368 3,642 3,726
６５～６９歳 8,381 4,061 4,321 8,324 4,035 4,289
７０～７４歳 9,045 4,269 4,776 9,002 4,249 4,753
７５～７９歳 7,163 3,200 3,962 7,133 3,188 3,945
８０～８４歳 5,386 2,233 3,153 5,367 2,226 3,142
８５～８９歳 3,711 1,320 2,391 3,702 1,317 2,385
９０～９４歳 1,819 505 1,314 1,816 504 1,312
９５～９９歳 517 97 420 517 97 420
１００歳以上 77 10 67 77 10 67

１５歳未満 15,089 7,729 7,360 14,876 7,619 7,257
１５～６４歳 74,670 37,814 36,856 72,556 36,756 35,801
６５歳以上 36,099 15,696 20,403 35,937 15,626 20,312
７５歳以上 18,673 7,366 11,307 18,611 7,342 11,270

全人口に対する割合（％）
６５歳以上 28.7 25.6 31.6 29.1 26.0 32.1
７５歳以上 14.8 12.0 17.5 15.1 12.2 17.8
出典：「人口推計」（総務省統計局）令和２年１１月２０日
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費用負担が大きい。国の補
助事業への応募も困難

高齢者らへのPCR検査
費用の補助を問

答

今
、求
め
ら
れ
る
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
予
防

対
策
と
中
小
企
業
支
援

問　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の

感
染
拡
大
が
止
ま
ら
な
い
。
高

齢
者
ら
を
対
象
に
、
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検

査
や
抗
原
検
査
の
費
用
補
助
を

求
め
る
。
中
小
企
業
者
、
飲
食

店
の
倒
産
や
廃
業
が
心
配
。
国

の
給
付
金
の
継
続
や
支
援
が
求

め
ら
れ
る
が
、
町
で
も
支
援
を

強
め
る
必
要
が
あ
る
。

答　
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
へ
の
補
助
に

つ
い
て
、
比
企
管
内
で
は
東
松
山

の
み
が
１
月
か
ら
実
施
予
定
。
検

査
費
用
は
概
ね
３
万
円
前
後
。
国

が
新
た
に
検
査
１
件
に
１
万
円
の

補
助
を
す
る
事
業
を
立
ち
上
げ
た

が
、
応
募
要
件
が
難
し
い
。

　
町
の
小
規
模
事
業
者
支
援
給
付

金
に
は
97
件
の
申
請
が
あ
っ
た
。

国
の
三
次
補
正
が
行
わ
れ
た
場
合

に
は
検
討
す
る
。

女
性
の
地
位
向
上
と
多

様
な
声
を
町
の
政
策
に

問　
女
性
が
町
の
政
策
・
意

思
決
定
の
場
に
参
加
し
て
い
く

こ
と
は
町
の
発
展
に
と
っ
て
も

有
効
だ
。
町
の
幹
部
職
員
、
各

種
審
議
会
な
ど
へ
の
女
性
参
加

や
多
様
な
層
か
ら
の
参
加
を
は

ド
ク
タ
ー
ヘ
リ
の
運
航

の
安
全
確
保
を

問　
ド
ク
タ
ー
ヘ
リ
の
出
動

回
数
が
増
え
て
い
る
。
特
に
山

間
部
が
多
い
比
企
地
域
、
秩
父

地
域
で
の
運
航
が
多
く
な
っ
て

い
る
。
一
方
、
こ
の
地
域
は
米

軍
機
な
ど
に
よ
る
低
空
飛
行
が

頻
繁
に
行
わ
れ
て
い
る
地
域
で

も
あ
る
。
ド
ク
タ
ー
ヘ
リ
の
安

全
な
運
航
の
た
め
、
米
軍
等
と

の
申
し
合
わ
せ
や
確
認
作
業
が

行
わ
れ
て
い
る
の
か
。

答　
ド
ク
タ
ー
ヘ
リ
の
離
発
着

所
は
現
在
４
か
所
（
土
塩
球
場
・

総
合
グ
ラ
ウ
ン
ド
・
月
の
輪
球

か
る
こ
と
は
、
町
の
活
性
化
に

も
つ
な
が
る
。
①
町
の
課
長
職

へ
女
性
の
登
用
を
。
②
町
の
各

種
審
議
会
な
ど
の
開
催
の
時
間

な
ど
の
検
討
を
。
③
シ
ン
グ
ル

マ
ザ
ー
へ
の
支
援
を
。
④
ケ
ア

労
働
者
へ
町
の
支
援
を
。

答　
①
副
課
長
職
と
し
て
女
性
職

員
６
名
を
登
用
し
て
い
る
。
今

後
、
適
正
な
配
置
に
努
め
る
。
②

各
審
議
会
委
員
会
の
女
性
の
登
用

率
は
17
％
。
参
加
し
や
す
い
時
間

や
曜
日
な
ど
の
設
定
に
努
め
る
。

③
シ
ン
グ
ル
マ
ザ
ー
へ
の
支
援
は

町
独
自
で
１
世
帯
当
た
り
３
万
円

を
給
付
し
た
。
④
ケ
ア
労
働
者
へ

の
支
援
は
国
が
行
う
べ
き
で
あ
る
。

場
・
都
第
一
公
園
）。
運
行
を
委

託
さ
れ
て
い
る
民
間
会
社
と
米

軍
や
自
衛
隊
と
の
間
で
、
事
前

に
申
し
合
わ
せ
や
無
線
交
信
な

ど
で
安
全
確
保
さ
れ
て
い
る
。

加
齢
性
難
聴
者
へ
の
支
援
を

問　
加
齢
性
難
聴
は
誰
で
も

起
こ
り
う
る
。
認
知
症
の
原
因

と
も
考
え
ら
れ
て
い
る
。
補
聴

器
購
入
の
補
助
や
公
的
施
設
へ

の
「
磁
気
ル
ー
プ
」
の
設
置
な

ど
検
討
す
べ
き
。

答　
補
聴
器
購
入
補
助
に
つ
い

て
は
、
高
齢
者
福
祉
事
業
検
討
委

員
会
で
検
討
し
て
い
き
た
い
。

阿阿
あ べあ べ

部部  弘弘
ひろあきひろあき

明明  議員議員

滑川町上空を飛ぶオスプレイ

滑川町の女性管理職の割合

男性 女性 合計 女性の
割合

課長相当職 12 人 0 人 12 人 0.0％

副課長
相当職 9 人 6 人 15 人 40.0％

主幹・副主幹・
主査 11 人 9 人 20 人 45.0％
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現在の計算方法で高負
担とはなっていない

人口増の滑川町、広域事
業の負担割合の見通しは問

答

問　
こ
れ
か
ら
ま
す
ま
す
進

む
人
口
減
少
時
代
に
お
い
て
、

滑
川
町
の
人
口
推
移
予
測
は
近

隣
市
町
村
と
異
な
り
増
加
す

る
。
そ
の
中
で
、
広
域
事
業
の

負
担
割
合
は
、
ど
の
よ
う
な
見

通
し
を
た
て
て
い
る
か
。

答　
公
平
な
負
担
割
合
と
さ
れ

る
人
口
割
を
採
用
し
た
按
分
方
式

が
主
と
な
っ
て
い
る
た
め
、
増
加

し
て
い
く
。
各
市
町
村
の
人
口
減

少
の
度
合
い
は
不
明
な
た
め
、
具

体
的
な
増
加
額
に
つ
い
て
見
通
し

は
た
て
て
い
な
い
。

問　
各
市
町
村
人
口
と
予
算

規
模
を
比
較
す
る
と
、
そ
れ
ら

が
比
例
す
る
状
況
と
は
な
っ
て

い
な
い
。
人
口
に
加
え
、
予
算

総
額
を
負
担
割
合
に
反
映
さ
せ

る
こ
と
は
検
討
し
て
い
る
か
。

答　
人
口
割
に
よ
っ
て
滑
川
町
が

他
の
構
成
団
体
よ
り
割
高
な
負
担

金
を
支
払
っ
て
い
る
現
象
は
見
当

た
ら
ず
、
予
算
総
額
の
反
映
は
検

討
し
て
い
な
い
。

問　
施
設
建
設
を
伴
う
広
域
事

業
で
は
当
初
決
定
し
た
負
担
割

合
が
40
年
後
ま
で
続
く
。
将
来

世
代
が
過
大
な
負
担
を
負
う
こ

と
が
な
い
よ
う
検
討
し
て
ほ
し

い
。
広
域
団
体
だ
け
で
進
め
る

要
素
が
強
い
と
、
各
市
町
村
内

で
の
検
討
が
弱
く
な
っ
て
し
ま

う
こ
と
が
埼
玉
中
部
資
源
循
環

組
合
の
反
省
点
と
考
え
る
。
滑

川
町
が
町
施
設
を
作
れ
ず
に
い

る
中
、
広
域
事
業
だ
け
負
担
が

ふ
く
ら
ん
で
い
く
よ
う
な
事
態

は
避
け
た
い
。
中
部（
吉
見
）と

同
じ
こ
と
が
再
生
産
さ
れ
な
い

よ
う
、
町
が
も
っ
と
積
極
的
に

審
議
す
る
仕
組
み
を
新
規
に
作

る
こ
と
が
必
要
と
考
え
る
が
、

そ
の
検
討
を
し
て
い
る
か
。

答　
９
月
定
例
議
会
で
の
特
別
委

員
会
設
置
が
、そ
の
表
れ
で
あ
る
。

設
置
は
構
成
市
町
村
の
中
で
は
滑

川
町
だ
け
で
あ
り
、
中
期
的
・
長

期
的
な
対
応
を
求
め
ら
れ
る
中

で
、
特
別
委
員
会
設
置
の
経
験
を

も
と
に
協
議
を
し
て
い
き
た
い
。

問　
特
別
委
員
会
の
設
置
は

良
か
っ
た
。
た
だ
、
中
期
的
・

小
川
地
区
衛
生
組
合
の
枠
組
み

内
・
可
燃
ご
み
限
定
と
条
件
が

あ
り
、
ま
た
別
に
検
討
す
る
必

要
が
あ
る
と
考
え
る
。
議
会
で

は
な
く
行
政
で
、
財
政
・
長
期

的
な
見
通
し
を
た
て
た
上
で
の

負
担
割
合
を
審
議
す
る
仕
組
み

を
考
え
て
い
る
か
。

答　
現
在
も
小
川
地
区
衛
生
組

合
で
財
政
を
含
め
将
来
に
む
け
た

議
論
を
し
て
い
る
。
吉
田
町
長
が

進
め
て
い
る
嵐
山
小
川
イ
ン
タ
ー

か
ら
北
部
地
区
へ
の
道
路
の
延

伸
、
区
画
整
理
事
業
は
40
―
50
年

先
を
み
す
え
た
町
づ
く
り
へ
の
取

り
組
み
の
ひ
と
つ
で
あ
る
。

費
用
対
効
果
の
検
討
が

不
十
分

問　
小
中
学
校
で
登
校
時
の

教
員
負
担
軽
減
と
い
う
、
サ
ー

モ
グ
ラ
フ
ィ
ー
カ
メ
ラ
導
入
目

的
は
果
た
せ
た
か
。

答　
福
田
小
以
外
は
１
台
で
は

足
り
ず
、
朝
の
全
生
徒
の
検
温
に

は
使
え
て
い
な
い
が
、
検
温
を
忘

れ
て
登
校
し
た
子
ど
も
や
保
護
者

等
の
来
校
者
、
イ
ベ
ン
ト
時
の
検

温
な
ど
有
効
に
活
用
し
て
い
る
。

上上
う え のう え の

野野  葉葉
は づ きは づ き

月月  議員議員

自動水栓に付け替えられた水道（滑川中学校） 
小中学校４校総額費用 ７９８万円、自動水栓１つあたり ２９，７００円

市町村

⑴ ⑵ ⑶
２０２０年

１０月 1 日現在
人口

２０45年
推計人口

人口減少の割合
⑴ - ⑵／⑴

滑川町 19,742 人 19,476 人 1.3％
小川町 ２8,638 人 17,864 人 37.6％
嵐山町 17,917 人 12,237 人 31.7％
ときがわ町 10,531 人 5,798 人 44.9％
東秩父村 ２,575 人 1,279 人 50.3％

市町村

⑷ ⑸ ⑹

歳出総額
2019

１人あたり
歳出額 2019

H29 各町村予算額より
歳入に占める
町村税割合

滑川町 64 億円 32 万円 49.9％
小川町 88 億円 31 万円 41.6％
嵐山町 66 億円 37 万円 44.3％
ときがわ町 53 億円 50 万円 24.8％
東秩父村 20 億円 79 万円 12.4％

小川地区衛生組合の人口等

小川地区衛生組合の予算等

⑴ , ⑷ , ⑸ 出典：埼玉県ホームページ、 ⑵ : 市町村別普通会計決算の状況
⑵ 出典：国立社会保障・人口問題研究所「日本の地域別将来推計人口（平成30（2018）年推計）」
⑹ 出典：平成30年度の各市町村別当初予算並びに議員及び各種委員の報酬額等調べ
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編
集
後
記

　

12
月
議
会
は
「
コ
ロ
ナ
対
策
」
や

「
少
人
数
学
級
実
現
へ
向
け
た
」
請

願
な
ど
住
民
の
暮
ら
し
に
関
わ
る
議

題
の
議
論
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
そ
の

後
、
年
末
・
年
始
に
か
け
て
コ
ロ
ナ

の
感
染
拡
大
が
止
ま
ら
な
い
状
況
に

な
り
、
こ
れ
ま
で
経
験
し
た
こ
と
の

な
い
年
明
け
に
な
り
ま
し
た
。
初
詣

も
「
分
散
」
が
呼
び
か
け
ら
れ
参
拝

者
も
少
な
か
っ
た
よ
う
で
す
。

　

年
の
初
め
に
多
く
の
方
が
「
今
年

こ
そ
は
」
の
様
々
な
思
い
を
抱
か
れ

て
い
る
と
思
い
ま
す
。
あ
る
新
聞
に

中
学
３
年
生
の
投
書
が
あ
り
ま
し

た
。「
春
か
ら
休
校
に
な
り
、
中
学

３
年
の
大
切
な
年
に
得
た
も
の
は
少

な
い
の
で
は
な
い
か
」「
だ
か
ら
こ

そ
、
今
年
こ
そ
は
自
分
自
身
を
奮
い

立
た
せ
変
化
し
て
い
か
ね
ば
な
ら
な

い
。
…
コ
ロ
ナ
に
負
け
ず
、
大
き
く

成
長
し
変
化
し
て
い
き
た
い
」
と
。

例
年
と
は
違
う
新
た
な
気
持
ち
で
こ

の
年
を
望
み
た
い
。

　

今
年
も
宜
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

�

（
阿
部　

弘
明
）

議会傍聴をお控え願います

次の定例会予定は３月２日（火）～

傍聴される場合は、新型コロナウイ
ルスの感染拡大防止のため、マスク
の着用や手指消毒、検温などにご
協力願います。
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議会だよりの感想・ご意見を募集します。

【応募方法について】
　「氏名」「連絡先」（匿名でも結構です）をご記入の上、
お便りの見出しに「議会だよりの感想」と明記いただき、
下記までご応募ください。
　なお、いただいた感想・ご意見につきましては、議会だよ
りにて紹介していく予定です。
　紙面の都合上掲載できない場合もございますのでご了承
ください。
宛　先：〒３５５-８５８５
　　　　埼玉県比企郡滑川町大字福田７５０番地１
　　　　滑川町議会事務局
ＴＥＬ：０４９３-５６-６９１３
ＦＡＸ：０４９３-５６-５５２２
 E-mail：na3411801@town.namegawa.lg.jp

　議会だよりを読んでの感想を「読者の声」として募集
します。
　皆様からのお便りをお待ちしております。

令和 2年 3月～１２月までの
傍聴者数
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本年もよろしくお願い申し上げます本年もよろしくお願い申し上げます
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